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1．はじめに

　大規模で成熟した国内企業から発展する形で

多国籍企業が誕生し（Chandler 1986），第二次世

界大戦後の経済に影響を与えた（Dunning 1981）

ことから，多国籍企業をはじめとする企業の国

際化が研究対象としてとりあげられるように

な っ た（Johanson and Vahlne 1977；Oviatt and 

McDougall 1994）。特に今日の世界経済のグ

ローバル化に伴い，原材料の海外調達，製品の

輸出入，海外での生産や研究開発といった海外

との関わりや海外での事業展開から，規模の大

小や創業の場所を問わず企業にとって国際化は

経営戦略の一つである。

　伝統的な国際ビジネス研究では，第 1段階で

は間接輸出，第 2段階では直接輸出（自社での

販路開拓や現地販売子会社設立），第3段階では

現地生産（部品の現地組み立て），第 4段階では

現地生産（新製品の現地生産），第 5段階で地

域・グローバル統合（高付加価値活動）（Dunning 

1993）と段階的に発展する発展段階モデル（ス

テージ・モデル）で国際化が説明された。また，

企業はすでに展開している国内市場と類似して

いる国際市場を選択し，段階的に，また類似的

なプロセスを採用して海外展開する（Davidson 

1980；Johanson and Vahlne 1977, 1990, 2009）。こ

れらの研究は先進国にて創業した多国籍企業

（以下，先進国多国籍企業）を中心に分析されて

きた。

　しかしながら，国際化を段階的に進めるので

はなく，初期段階の海外展開先を急進的に選択

後，加速的に参入し，国際市場における後発参

入の不利益をカバーするリープフロッグ戦略を

採用する，後発国にて創業した多国籍企業（以

下，後発国多国籍企業）が出てきた（Luo and 

Tung 2007）。段階的に国際市場について学習し

経験を積むことなく，国際的な学習に費やす時

間を短縮した結果，後発国多国籍企業は，「国

内プレーヤーからグローバル・プレーヤーへの
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ゲシュタルト・スイッチ 1)」（Mathews 2006：13）

を実行し，先進国多国籍企業に追いつくことが

可能となり（Bluedorn and Denhardt 1988；Mathews  

and Zander 2017；Orlikowski and Yates 2002）， グ

ローバル市場で急速に拡大することが可能と

なったのである。後発国多国籍企業にとって，

市場シェアを獲得するためには，スピードが重

要な要素となり（Williamson 2015），国際化の

ペースが加速している（Mathews 2006）。

　また，技術的，社会的，経済的な変化の影響

によって，企業が創業後すぐに国際市場へと進

出することが可能となり（Oviatt and McDougall 

1997）ボーン・グローバル企業が出てきた。こ

こでも焦点が当たったのが，国際ビジネスにお

ける加速，国際化のスピードに関する理論的な

議論（Johanson and Kalinic 2016）である。国際化

のスピードには，2つの特徴的な流れがある。第

一の流れは，ボーン・グローバル企業に見られ

るような，国際化の最初のステップに焦点を当

て，国際化のスピードを企業が創業後に国際市

場に参入するまでのスピードと定義しているも

の で あ る（McDougall, Shane, and Oviatt 1994；

Oviatt and McDougall 1994, 2005）。ここでは，「加

速された国際化（accelerated internationalization）」

が一般化された概念であり，従来の国際ビジネ

ス研究で理論化された多国籍企業と比較して，

ボーン・グローバル企業では創業から最初の海

外進出までのスピードが速いことを意味する

（Mathews 2007；Shrader, Oviatt, and McDougall 

2000）。第二の流れは，海外展開のプロセスを重

視し，多国籍企業が国際化の第一歩を踏み出し

た後，加速的に拡大するスピードを国際化のス

ピードと定義している（Casillas and Acedo 

2013；Casillas and Moreno-Menéndez 2014；Chetty, 

Johanson, and Martín Martín 2014）。この流れでは，

「国際化の過程における速度の変化率」

（Johanson and Kalinic 2016：829）を表す新たな

国際ビジネスの概念として「国際化の加速

（acceleration of internationalization）」を提唱し，

「加速された国際化」と「国際化の加速」を明確

に区別した（Johanson and Kalinic 2016）。

　国際化は企業の成長と業績向上の最も重要な

源泉のひとつである（Lu and Beamish 2001）と

されるが，加速化された国際化（あるいは国際

化の加速）は企業の長期生存や成長の決め手と

なるのだろうか（Kuivalainen et al. 2012）。逆説

的に言うと決め手となる加速化された国際化

（あるいは国際化の加速）はあるのだろうか。そ

のためには「加速」をどのようにとらえるべき

だろうか。

　本論文では，中小企業の国際化におけるス

ピードに関する海外の先行研究をレビューしな

がら，国際化と中小企業の成長に関する予備的

考察を行う。そのうえで，今後の研究における

リサーチクエスチョンと研究目的を示す。なお，

本論文では海外文献の原文を尊重して「企業」

と訳しているが，中小企業であることを断って

おく。

2．国際化理論に関する先行研究

　企業の国際化には 2 つの流れがある

（Weerawardena et al. 2007）。第一は伝統的な発

1） ゲシュタルトとはドイツ語で「形態」を意味する単語。認知科学において「全体は部分の総和以上のものであ
る」という意味で用いられる。ゲシュタルトは同時に 2つは持てないため，ゲシュタルトの瞬時の入れ替えを
「ゲシュタルト・スウィッチ」（Gestalt switch）というゲシュタルト心理学（Wertheimer 2007）から来た用語。
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展段階モデル（ステージ・モデル）であるウプ

サラ・モデルであり，企業は段階を踏まえて国

際市場に進出していく。これとは別に，加速的

な国際化プロセスでは，創業後まもなく，ある

いは長期にわたって国内市場に集中した後に，

複数の国際市場に急速に進出する。

（1）ウプサラ・モデル

　ウプサラ・モデル（Johanson and Vahlne 1977；

Johanson and Wiedersheim-Paul 1975）とは，企業

が特定の市場についてより深く学ぶにつれて，

その市場により多くの資源を投入し，よりその

市場にコミットするという仮定をベースとした

ステージ・モデルである。企業の国際化は，不

規則な輸出，代理店を通じての間接輸出，海外

販売子会社の設立と直接輸出，海外生産

（Johanson and Wiedersheim-Paul 1975）と徐々に

段階を踏まえて進められる。企業が段階的なア

プローチを選択するのは，国際化に関する経験

的な知識が不足しており，国際化の決定にはリ

スクが伴うからである（Johanson and Vahlne 

1977）。そのため，まず国内市場での基盤を固

め，心理的距離 2) が近い市場に輸出を開始し，

その後，心理的距離が次第に大きくなる市場に

輸出販売を拡大する。Johanson and Vahlne（1977）

の中心的な論点は，企業が市場についてより多

くの知識を得るにつれて，その市場により多く

の資源を投入するようになるというものである

（Chetty and Campbell-Hunt 2004）。このモデルで

は大規模多国籍企業が研究対象となった。

　なお，ステージ・モデルには，国際化の意思

決定が Rogers（2003）の普及プロセス 3) に類似

していることから来るイノベーション・モデル

（Cavusgil 1980）もあげられるが，ステージ・モ

デルの主流はウプサラ・モデル（Chetty and 

Campbell-Hunt 2004）とされていることから，

本論文では取り上げない。

（2）ボーン・グローバル・モデル

　中小企業は大企業を小規模にしたものではな

く（Shuman and Seeger 1986），従来の大規模多

国籍企業から見た国際化プロセスであるウプサ

ラ・モデルでは説明できないことが，1990 年代

に入り，複数の研究者による研究（Kalinic and 

Forza 2012；McDougall et al. 1994；Moen and 

Servais 2002；Oviatt, McDougall, and Loper 1995；

Rennie 1993）から指摘され，急速に国際化する

企業があること，その多くが創業後まもなく国

際化していることが確認された。この加速的な

国際化プロセスは，複数の国際市場に同時に，

かつ急速に国際化するハイテクノロジー企業に

おいて分析され，ボーン・グローバル企業と呼

ばれた。ボーン・グローバル企業は，国際的起

業家志向性とマーケティングを通じて，自社製

品の国際的なビジネスチャンスを認識し（Jones 

and Coviello 2005；Knight and Cavusgil 2004；

Oviatt and McDougall 1994），そのビジネスチャ

ンスを利用して国際市場で自社製品を販売する

（Zahra 2005）。段階的に国際市場について学習

し知識を獲得してから海外展開先のターゲット

市場の数を増加させていくのではなく，創業

と同時に複数の国や国際市場で国際事業を開

始する。さらに，最初の国際市場は，自国から

の心理的距離が遠い場合もある（Ellis 2008；

2） 心理的距離とは，言語，文化，政治制度，商習慣，産業発展，教育制度などにおける自国との違いに関連する
概念を指す（Johanson and Vahlne 1977）。

3） 新しいアイディアや技術が社会に普及するプロセスを説明する理論（Rogers 2003）。1962 年に発表された。
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Johanson and Wiedersheim-Paul 1975）。

　ボーン・グローバル企業の存在が明らかにな

ると，ステージ・モデルは決定的すぎる（Fina 

and Rugman 1996），技術的，社会的，経済的な

変化の影響によって，企業は必ずしも段階を踏

ん で 国 際 化 す る の で は な い（Oviatt and 

McDougall 1997），企業は頻繁にステージをス

キップする（Oviatt and McDougall 1994），複雑

なプロセスを単純化しすぎている（Dichtl et al. 

1984），買収による国際化を無視している

（Forsgren 1990），外的変数の影響を無視してい

る（Welch 1982）といった疑問視される研究結

果が報告された。

　Oviatt and McDougal（1994）は，ボーン・グ

ローバル企業を「創業当初から，複数の国で，

資源を使用し，生産物を販売することで，高い

競争優位を得ようとする企業組織（Oviatt and 

McDougall 1994：49）」，Knight and Cavusgil

（1996）は，「創業当初から国際市場で活動する

技術志向の小規模企業（Knight and Cavusgil 

1996：11）」と定義した。しかしながら，いつま

でに国際化した場合をボーン・グローバル企業

と定義するのか統一された見解はなく，研究者

により創業より 2年（Moen and Servais 2002；

Rennie 1993），3年（Knight and Cavusgil 2004），

5年（Acedo and Jones 2007）と様々である。ま

た，英文名称も統一されておらず，「Born 

Globals（Knight and Cavusgil 1996；Rennie 1993）」，

「Global Start-ups（Oviatt and McDougall 1994）」，

「High Technology Start-ups（Jolly, Alahuhta, and 

Jeannet 1992）」，「International New Ventures

（McDougall et al. 1994）」，「Instant Internationals

（Preece, Miles, and Baetz 1999）」と呼ばれる 4)。

　ボーン・グローバル企業の強みとして，製品

開発やマーケティングにかかる高コストを，同

時に参入する多数の市場で償却することが可能

であり（Spence and Crick 2006），国際市場にお

いて先端技術を学習する能力に長けているため，

その後の業績に寄与している（Spence and Crick 

2006）ともいわれ，加速的な国際化プロセスは，

ボーン・グローバル企業の生存率，収益性，成

長率を高める可能性がある（Lu and Beamish 

2001；McDougall and Oviatt 1996）とされる。

　ハイテクノロジー企業を分析したことによっ

て存在が明らかとなったボーン・グローバル企

業ではあるが，決して新しい存在ではなく，

1600 年の東インド会社，19 世紀初めのアメリカ

における綿の貿易会社，1903 年創業のフォード

も該当する（Oviatt and McDougall 1994）。大規

模で成熟した国内企業から発展する形の多国籍

企業に関する研究が主流となっていたため，

ボーン・グローバル企業研究がなされてこな

かった（Oviatt and McDougall 1994）のである。

　また，ボーン・グローバル企業が増加した理

由がいくつかある（Chetty and Campbell-Hunt 

2004）。例えば，新たな市場環境として，貿易の

自由化と通信技術，特にインターネット分野に

おける技術革新は，生産や輸送技術の進歩，世

界中の顧客・流通業者・ネットワークパート

ナー・サプライヤーへの容易なアクセスを提供

し（McDougall and Oviatt 2000），また，ボーン・

グローバル企業を設立する創業者や起業家のよ

り高度な能力（Madsen and Servais 1997）や，文

化的同質性，社会的変化，企業戦略のグローバ

ル化が果たす役割（Oviatt and McDougall 1997）

があげられる。業界や市場の状況の変化，業界

4） 本論文では「ボーン・グローバル企業」に統一する。
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間競争の国際化といった環境条件は，ボーン・

グローバル企業が誕生するための理想的な状況

を作り出した（Chetty and Campbell-Hunt 2004）。

また，ボーン・グローバル企業の顧客は，それ

自体が国際的な存在であり，また，国内市場に

おける輸入品との激化する競争は，当初からグ

ローバルな観点で事業を構想することを強いる

ことになった（Oviatt et al. 1995）。このような条

件が重なり，またグローバル化の進展がボー

ン・グローバル企業を増加させたと考えられて

いる。

（3）ボーン・アゲイン・グローバル・モデル

　創業後まもなく国際化するボーン・グローバ

ル企業とともに，創業後かなり経ってからでは

あるが加速度的に国際化する企業も存在する。

すなわち，国内市場に定着した後，突如として

国際化に踏み切る企業であり，ボーン・アゲイ

ン・グローバル企業（Bell, McNaughton, and 

Young 2001）と呼ばれる。このような急速な国

際化は，所有権や経営陣の交代といった出来事

がきっかけとなり，企業に追加的な経営資源を

提供し，そのため，国際化の道を歩み始めるこ

とを容易にする（Bell et al. 2003）。ボーン・ア

ゲイン・グローバル企業は，ハイテク産業より

もむしろ伝統的な産業から生まれる傾向があり

（Bell et al. 2003），国内市場だけで発展する初期

段階と，加速的な国際化とを併せ持つ（Bell et 

al. 2003, 2001）。ボーン・グローバル企業との違

いは，平均すると企業規模が大きく，国内市場

での事業展開期間と合わせて成長期間が長く，

研究開発費の収入に対する割合が低い

（Sheppard and McNaughton 2012）ことである。

いずれにしても，ボーン・グローバル企業であっ

ても，ボーン・アゲイン・グローバル企業であっ

ても，国際化を開始するとすぐに国際化率 5) が

高くなるというのが特徴である（Sheppard and 

McNaughton 2012）。

（4）リープフロッグ戦略

　後発開発（Dore 1973）や後発優位性（Buckley 

and Casson 1981）の議論はリープフロッグとい

う概念を導き出した。リープフロッグは，

Gerschenkronが 1962 年に発表した「Economic 

Backwardness in Historical Perspective」に，後進

国が先進的な技術や方法を採用することで経済

発展を加速させ，先進国が経験する特定の段階

をスキップできる可能性について書かれたこと

が始まりとされ，技術変化に応じて，特定の分

野または業界における指導的役割が，ある国ま

たは団体から別の国または団体に移る現象を指

す。先進国は技術革新が進んだにも関わらず慣

習的に導入している陳腐化した技術を利用して

いるが，後発国は経験が浅く新技術導入への抵

抗感がないため，新技術を利用して市場に参入

する。新技術がより生産的である場合，リー

ダーシップの逆転が起こり，後発国が先進国を

上回る。このようなリープフロッグ戦略は，経

済やテクノロジーなど様々な分野で見られる

（Brezis, Krugman, and Tsiddon 1991, 1993）。企業

でいうと，後発企業が先行企業の競争ポジショ

ンに追いつくためにリープフロッグ戦略を採用

し，技術の陳腐化や独自技術の競合企業への拡

散のリスクや，変化する市場を理解するための

5） Degree of Internationalization（DOI，国際化率）は「Foreign Sales as a Percentage of Total Sales（FSTS）」
「Foreign Assets as a Percentage of Total Assets（FATA）」「Overseas Subsidiaries as a Percentage of Total 
Subsidiaries（OSTS）」「Psychic Dispersion of International Operations（PDIO）」を用いる（Sullivan 1994）。
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余分な負担を回避するためのもの（Anderson 

and Engers 1994；Dore 1973）で，後発企業の優

位性を追求することを目的とする（Luo 1998）。

後発多国籍企業は，世界経済における後発の不

利益を克服するため，海外進出地の抜本的な選

択を行い，国際展開を加速させるための代替的

なプロセスを採用する（Luo and Tung 2007）。そ

のため，国際化のプロセスを飛ばすこともある。

3．国際化は企業の成長に寄与するのか

　国際化は企業の成長と業績向上の最も重要な

要素の 1つである（Lu and Beamish 2001）。しか

しながら，中小企業の場合，資金をはじめとす

る資源の不足，海外における知名度のなさ，イ

ノベーション能力不足などにより，国際化は必

ずしも企業の業績向上に影響を与えるとは限ら

な い（Crick and Spence 2005；Yip, Biscarri, and 

Monti 2000）。また，文化的，政治的，経済的な

差異や，地理的な距離を超えた調整の必要性な

ど，現地の環境に不慣れであることから生じる

コストの問題から，国際化にはコストがかかり

（Zahra 2005），業績向上につながらない。

　しかしながら，企業は国際化において制約や

リスクに直面するも，異なる方法で国際化から

利益を得ることも可能であり，国際化率が高い

ほど業績は向上する（Pangarkar 2008）とした研

究結果もある。

　また，国際化プロセスの違いからみると，段

階的な国際化プロセスをたどる企業は，ある時

点まで業績を伸ばし，その後は輸出のさらなる

増加によって業績が低下（逆 U字型）となり，

逆に，加速的なプロセスをたどる企業は，輸出

を増やすにつれて業績が増加―減少―増加とい

うプロセス（S字カーブ型）をたどる傾向があ

る（Fernández Olmos and Díez-Vial 2015；Hagen 

et al. 2012；Jantunen et al. 2008）。

　国際化と業績に関する研究はなされているも

のの，国際化プロセスの結果としての業績への

影響については，まだ十分な説明がなされてい

ない（Kuivalainen et al. 2012；Sapienza et al. 2006；

Vermeulen and Barkema 2002；Wagner 2004；Zahra 

2005）。初期段階以降の推進要因や動力，創業後

の国際化プロセスと成長は確認されていない

（Efrat and Shoham 2012；Liesch and Knight 1999；

Sui, Yu, and Baum 2012）。しかしながら，世界経

済のグローバル化に伴い，規模の大小や創業の

場所を問わず企業の国際化は避けては通れない。

ただ，国際化を検討するにあたり，第一に，輸

出の意思決定とともに，どのような経路をたど

るべきか，第二に，国際化プロセスと同時に，

業績を最大化する輸出のレベルについても企業

経営者は想定すべきである（Fernández Olmos 

and Díez-Vial 2015）。ここで問題となるのが，国

際化のスピードである。スピードは国際化によ

る企業の成長にどのように寄与するのだろうか。

4．国際化のスピードとは何か

　国際化理論に関する先行研究で見たとおり，

国際化やグローバル化の研究において，国際化

のスピード（Acedo and Jones 2007；McDougall, 

Oviatt, and Shrader 2003）は，しばしば議論され

る重要な概念である。ウプサラ・モデルが提唱

された当時よりも，ボーン・グローバル企業は

国際化のスピードが加速されている（Knight 

and Cavusgil 2005）ことから，国際化の早期化，

時間，スピードがボーン・グローバル企業研究

アプローチの中核をなすこととなった（Acedo 

and Jones 2007；Weerawardena et al. 2007）。

　Musteen, Francis, and Datta（2010）によると，

スピードという概念は，特定の目標が達成され
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るまでの（または達成されたまでの）時間の長

さに関連しており，一般的に特定の変化と特定

の時間単位との間の値として測定される。その

ため，スピードは，特定の次元における変化と

特定の時間指標を連結する役割を果たす。例え

ば，「国際市場への参入時の企業年齢」という

概念は，企業の創業から海外での最初の活動ま

での経過時間を測定するものである。この 2つ

の時点は，連続したもの（すなわち，その間に

関連するその他の出来事が発生しないもの）と

みなすことができる（Musteen, Francis, and Datta 

2010）。

　現在の研究は，Musteen, Francis, and Datta

（2010）の考えに基づき，創業から国際化までの

経過時間を「国際化までの時間」と定義し

（Chetty et al. 2014），国際化のスピードが加速さ

れたとされるボーン・グローバル企業の存在を

説明している。

　また，国際化のスピードとは，①国際事業の

成長スピード，②海外への資源投入のスピード，

③海外展開の幅の変化となる（Casillas and 

Acedo 2013）。輸出の場合，国際事業の成長ス

ピードは，ある特定の期間における企業の売上

高に占める海外での売上高の割合から測定する

ことが可能である（Bonaccorsi 1992）。企業に海

外子会社がある場合，複雑にはなるが，2つの

時点における海外子会社からの収入の割合から

伸び率を測定（Sullivan 1994），海外展開への資

源投入のスピード（Johanson and Vahlne 1977, 

2009）は，海外に所有する企業資産の割合や海

外子会社で雇用される従業員の割合の増加など，

様々な指標によって測定可能である（Sullivan 

1994）。企業の国際市場参入も，ある特定の時点

の間に企業が海外に設立した新規子会社の数，

海外に設置した生産工場の数，あるいは買収し

た海外企業の数で，その時点における企業の海

外資源投入の変化のスピードを測定可能となる

（Asmussen, Benito, and Petersen 2009）。国際市場

の拡大のスピード（幅の拡大）は，企業が活動

する国の数，多様性，距離の経時的な増加とし

て定義される（Asmussen et al. 2009；Jones and 

Coviello 2005；Zahra and George 2002）。企業が

新たに輸出したり，資本投資（海外子会社，生

産工場）を行ったりする国の数，売上高の地理

的多様性の増加，あるいはそれらの国と本拠地

との物理的・文化的距離の平均値など，さまざ

まな指標を通じて測定が可能である（Sullivan 

1994；Zhang et al. 2010）。

　しかしながら，そもそも国際化のスピードと

いう概念はあまり研究されておらず（Casillas 

and Acedo 2013），概念の性質や内容に関する明

確な定義，国際化のスピードの管理や測定につ

いてほとんど指針を提示していない（Chetty et 

al. 2014）。そのため，適切な理論に基づいた信

頼性の高い有効的な定義が必要であり，①企業

のタイプ別，②展開する市場の選択，参入方法，

③心理的，制度的，文化的，地理的，その他の

次元との距離，④政府の支援策から国際化のス

ピードを考察する必要がある（Chetty et al. 

2014）。

　また，研究において国際化のスピードを平均

値として計算するが，スピードは時間の経過と

ともに変化するため，企業は一定のスピードで

国際化するわけではない（Chetty et al. 2014）。

突然起こる加速的な国際的成長は，中小企業に

とって不安定なものとなりうる（Chetty and 

Campbell-Hunt 2003）ため，マネジャーは，国

際化のスピードと業績の潜在的な関連性を考慮

しなければならない（Vermeulen and Barkema 

2002；Wagner 2004）。
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　Johanson and Kalinic（2016）は国際化のスピー

ドを，「加速化された国際化」と「国際化の加

速」と区別する必要性を提示した。ボーン・グ

ローバル企業やボーン・アゲイン・グローバル

企業では創業もしくはある時点から国際化に乗

り出すまでの時間により「加速化された国際

化」であり，「国際化のタイミング」が早いと言

える。また，複数の国際市場に同時にまたは加

速的に進出する「国際化の加速」である「国際

化のペース」が速い。後発国多国籍企業で見ら

れるリープフロッグ戦略では国際化の段階を飛

ばして加速的に進める「国際化プロセス進行の

速さ」もある。中小企業にとって，国際化への

取り組みは重要な問題であり，限られた経営資

源の配分と国際展開のバランスが必要である。

改めて国際化のスピードを区別して考察してい

く必要がある。

　国際化のタイミングとペースを区別すること

により，4つの国際化戦略から企業を分析する

ことになる（Kotosaka 2011）。図 1の通り，国際

化のタイミングとして創業後まもなく国際化し，

①高速で国際化を開始するボーン・グローバル

企業，②低速で国際化を開始する（中小国際企

業），国際化を開始するまでに長い時間を要す

るが，③高速で国際化を開始するボーン・アゲ

イン・グローバル企業，④低速で国際化を開始

する段階的な国際化を採用する伝統的な企業

（Chetty et al. 2014）に分類される。リープフ

ロッグ戦略では，国際化プロセスの速さについ

ての座標が加わることになる。

　また，国際化プロセスにおけるより多くの段

階や出来事を考慮するのであれば，連続する 2

（出所）Kalinic and Forza 2012：695；Kotosaka 2011：9をもとに筆者作成

図 1　国際化のタイミングとペース
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つの出来事の間（例えば，輸出を開始してから

直接海外投資を実施するまでの間）に経過する

時間を測定することも可能であり，特定の期間

に企業が行った国際的な行動の数（例えば，10

年間に何カ国に新たに進出したか）を測定する

ことも可能である（Musteen et al. 2010）。

　ここで改めて，国際化のスピードという概念

はあまり研究されておらず（Casillas and Acedo 

2013），概念の性質や内容に関する明確な定義，

国際化のスピードの管理や測定についてほとん

ど指針を提示していない（Chetty et al. 2014）こ

とを指摘しておきたい。

5．リサーチクエスチョンと今後の研究

　国際化に取り組む「タイミング」，国際化の取

り組みの速さである「ペース」，国際化プロセス

進行の速さである「プロセス」の違いがあると

指摘した。

　世界経済における後発組と言われるが，グ

ローバルに活躍するプレーヤーとなったアジア

の企業（Li 2003, 2007, 2010；Mathews 2002, 2006, 

2017）としてタイの企業を取り上げる。

　Dutch Mill Co., Ltd.（タイ）は 1984 年に乳製

品メーカーとして創業（当時は Pro Food Co., 

Ltd），製品の多角化で国内市場の基盤を固めた

後，1996 年にシンガポールへの輸出を開始した。

タイ国内の生産工場を拡張したことがきっかけ

で，輸出先を 5か国に加速度的に増加させた。

国内市場の基盤を固めると同時に，輸出に対す

る社内体制の整備とコミットメントを取りつけ

ていった。その後，中国にも輸出したが，中国

政府による輸入関税の引き上げを受け，2001 年

には中国での合弁工場を立ち上げ，輸出から現

地生産に切り変えた。また，海外直接投資によ

る他国での現地生産も開始した。同社の国際化

のタイミングは決して早くない。しかしながら，

シンガポールへの輸出後，国際化のペースは加

速させている。また，国際化のプロセスを見る

と，輸出から合弁事業，現地生産と段階的であ

る。

　Thai Union Frozen Product Public Co., Ltd.（タ

イ）は 1977 年にツナ缶製造・輸出メーカーとし

て創業，1988 年アメリカの缶詰メーカーからの

低賃金を求めての技術移転をきっかけとして，

1992 年には日本との合弁事業，その後アセアン

やヨーロッパ企業との合弁事業，海外直接投資

を進め，後発国多国籍企業としてグローバル展

開している。国際化のタイミングは創業時と早

いが，国際化のペースは速くない。国際化のプ

ロセスは，代理店を通じての間接輸出と直接輸

出が混在するなど，一部リープフロッグ戦略が

見られる。

　起業家・経営陣の特徴，戦略的パートナー

シップ，複雑な市場への参入が，業種を問わず，

国際化における成長パターンにおける主な差別

化要因であり，組織学習とその発展・活用のス

ピードは，持続的な高成長の根底にある必要な

メカニズムである（Hagen and Zucchella 2014）。

上述のタイの企業は，国際化のタイミングの見

極め，社内のコミットメントが必要なペース配

分，プロセスを決定する戦略的パートナーシッ

プの活用により，それぞれ異なった時間軸では

あるが，後発優位性を獲得し，成長につながっ

たと考察する。

　本論文では，中小企業の国際化のタイミング，

ペース，プロセスについて，海外文献から予備

的考察を行った。また，後発国多国籍企業であ

るタイの企業の国際化のスピードを，タイミン

グ，ペース，プロセスに分類し，どのようにし

て成長につながる国際化を進めて行ったのか簡
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易的なケーススタディによる検証を行った。

　先進国多国籍企業と比較して，後発国多国籍

企業は規模が小さく（Wells 1983），最先端では

ない技術（Lall et al. 1983；Wells 1983）や洗練

されていない資源を保有する傾向がある

（Bartlett and Ghoshal 2000；Dawar and Frost 

1999）。さらに，原産国効果によって，潜在的な

顧客の間に不利なイメージが植え付けられる可

能性もある（Bilkey and Nes 1982）。「加速化さ

れた国際化」ではなく，「国際化の加速」ではな

く，国際化のタイミングの見極め，社内のコ

ミットメントが必要なペース配分，プロセスを

決定する戦略的パートナーシップの活用によっ

て，中小企業は後発優位性を獲得し，国際化を

成長につなげていくことが可能である。後発国

多国籍企業は確実に誕生している。

　先進国と後発国では，国際化のプロセスやパ

タ ー ン が 異 な る（Igwe, Rugara, and Rahman 

2021）とされるが，後発国の中小企業の国際化

に影響する要素に関する研究は全体として不足

している（Chandra, Paul, and Chavan 2020）。国

際ビジネスでは「スピード」が重要視されてき

たが，早期の国際化（早熟），国際ビジネスの成

長スピードの速さ，国際活動のペースの速さの

どれを指しているのかが明確ではない

（Zucchella, Palamara, and Denicolai 2007）。

　今後，国際化のタイミング，ペース，プロセ

スに分類し，アセアンをはじめとする後発国多

国籍の成長と合わせてより詳細な検証を重ねる

ことによって，中小企業の国際化への示唆とし

たい。

　日本は大規模多国籍企業の先進国でもあり，

中小企業の国際化においては後発国でもある。

後発国多国籍企業の国際化を検証することは，

日本の中小企業の国際化にもつながると考える。
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